あとがき by 斉藤 利彦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　と
　夏の異常気温は思わぬ被害をもたらし，中でも米の不
作は史上，最悪といわれている．不安定な世情も重なり，
何となく頼り無いといわれる現内閣も世論調査では高い
支持率を得ている．何か今までにない新しいものを求め
ようとしている結果ではないだろうか．長期的展望に
たった政策（改革）が欲しいものである．そこで第51巻
5号で本学の「新カリキュラムをめぐって」の巻頭言をい
ただいた．難産の末，誕生したシステムであり，次の世代
を担う医学生に期待し，少しずつカリキュラムの見直し
を重ねながら，本来あるべき姿へと確立されることを
願っている．
　その他，最終講義，特別講演，原著など巾広い分野にお
よんだ内容（構成）となり，それぞれの著者のライフワー
が　き
ク，最新の研究などがとりあげられ，日常，診療・研究に
役立つことを期待したい．
　商業誌や情報の氾濫している昨今に唯一の各科共有の
情報の場である学術書すなわち東町大儲の価値を高める
ためにも，また，本誌が論文の中でより多く文献として引
用されるようになって欲しいものである．例えば学会発
表を論文に，最先端の研究の紹介などを多く載せたいも
のである．
　目まぐるしく変る世の中であっても，昔から天高く馬
肥ゆる秋，読書の秋などといわれる季節になった．体力
を養いながら，健康に留意し頑張りましょう．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（斉藤利彦　記）
幹事会（要旨）（平成5年7月28日）
1．平成4年度臨床懇話会（4年10月～5年7月）の開催
　報告があった．
2．平成5年度臨床懇話会（5年10月～6年7月）開催予
　定の報告があった．
3．編集状況の報告並びに編集について討議した．
4．第132回医学会総会は，シンポジウムを行う．開催日
　時は，11月6日（土）午後1時．
　当番教室：血清学教室，老年病学教室．
5．これまで任意に行っていた最終講義を同日に行い，医
　学会で主催することが提案され，継続審議すること
　となった．
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